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津軽つながる交流都市づくり 

JR 弘前駅に 「津軽ラウンジ」 と 「BRICK A-FACTORY」 が 

2021 年４月 2 日（金）に開業します 
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１．JR 弘前駅「津軽ラウンジ」について  

【コンセプト】 

 JR 弘前駅周辺を津軽エリアの観光拠点(ゲートウェイ)とするため、観光で訪れるお客さまに旅の途中

に期待を膨らませ、旅を思い返せるような複合用途の待合室を JR 弘前駅に設置します。地域の交流を

促進し、駅周辺の活性化につながる観光・交流拠点を目指します。 

 

【施設概要】 

  ■名   称：弘前駅「津軽ラウンジ」 

  ■所 在 地：青森県弘前市大字表町 1-1 JR 弘前駅 2 階  

  ■面   積：約 102 ㎡ 

  ■営業時間：7:00~23:00 

■運   営：JR 弘前駅 

 

JR 秋田支社は、2018 年 9 月に青森県・弘前市と、地方創生にむけた、「津軽つながる交流都

市づくり連携協定」（三者協定）を結び、JR 弘前駅を観光の発信基地とし交流を促進する事業や

交流拠点づくりを進めてきました。 

このたび、2020 年 3 月をもって閉店した「びゅうプラザ弘前駅」の跡地にイベントや情報発信・展示

の機能を備えた「津軽ラウンジ」と津軽の産物を販売する「BRICK A-FACTORY」を開業します。  

引き続き、JR 弘前駅周辺の賑わいづくりと津軽エリアの観光拠点化に取り組んでいきます。 

JR 弘前駅改札付近からの外観イメージ 



【施設特長】 

 デザインの特長として、自由通路と津軽ラウンジを一体的に活用し、賑わいを創出するような環境意匠

を採用しています。蟻塚学建築設計事務所の蟻塚学氏のデザイン監修のもと、外装は弘前の街に点在

するれんが造をイメージし、自由通路と津軽ラウンジをつなぐ大きな開口部は、季節や時間によって、さま

ざまな使い方ができるようにデザインしています。 

  

【JR 弘前駅「津軽ラウンジ」 ３つの機能】 

(1)待合室機能 

りんご箱や県産材を使用した木製品、津軽にゆかりのある内装や家具に触れながら、北東北のゆっ

たりとした待合時間を過ごすことができます。 

 

(2)イベントスペース機能 

季節のお祭りの時期など、自由通路と津軽ラウンジを一体的に活用し、地域の方や津軽の地元関

係団体とイベントを企画、駅周辺の賑わいづくりの拠点とします。 

 

(3)津軽の魅力を発信する情報発信・展示機能 

株式会社 ONESTORY の WEB メディアと連動した津軽エリアの地域プレイヤー紹介を中心に、

津軽の魅力を紹介する展示を行います。観光拠点として、旅のお客さまにより津軽の奥深さを知っ

ていただき、旅先でも情報を補完することで充実した旅にしていいただきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■津軽ラウンジ デザイン監修 ＜蟻塚学氏 プロフィール＞ 

蟻塚学 (ありつかまなぶ)  

建築家。1979 年生まれ。蟻塚学建築設計事務所代表。 

青森県弘前市を拠点に活動。代表作『冬日の家』(2011)、 

『地平の家』(2015)、『青森国際クルーズターミナル』(2019)など。 

黒石市立図書館整備設計業務プロポーザル最優秀賞(みかんぐみと共同) 

蟻塚学建築設計事務所 WEB サイト：http://www.aritsuka.com 

■情報発信サイト ＜株式会社 ONESTORY（博報堂 DY パートナーズ 100％子会社）＞ 

「ONE SPOT、ONE TRIP」を掲げ、47 都道府県のに潜む「ONE＝１箇所」の「ジャパン クリエイテ

ィブ」を求めて日本を旅するトラベルメディア。2018 年から津軽の交流人口の創出という視点から、こ

れまでにない新たな視点で津軽エリアを全国に発信している。 

【ONESTORY WEB サイト津軽特集ページ TSUGARU Le Bon March é 津軽ボンマルシェ】 

https://www.onestory-media.jp/post/?id=2372 



 

 

 

 

 

  

■津軽ラウンジで使用する地域プレイヤーによる家具 

・りんご箱棚ディスプレイ ＜キープレイス株式会社＞ 

北津軽郡板柳町に事務所兼ショールームを構える。りんご木箱を農業 

用資材としてだけではなく洗練されたインテリア用品や家具として役割を 

確立。代表の姥澤匡柳氏はりんご木箱を生産する「株式会社うばさわ」 

の代表も務める。 

【ONESTORY サイト内 キープレイス株式会社ページ】 

https://www.onestory-media.jp/post/?id=2578 

 

・りんご梯子ディスプレイ ＜有限会社木村木品製作所＞ 

りんご梯子を開発した家系で、建具・家具・店舗什器と木のモノづくり 

に取り組む。店舗や公共施設へ玩具什器やインテリア雑貨の納品多数。 

津軽ラウンジでは、りんご梯子をディスプレイ台として使用。 

【ONESTORY サイト内 有限会社木村木品製作所ページ】 

https://www.onestory-media.jp/post/?id=2729 

 

・テーブル・椅子・カウンター ＜Easy Living＞ 

弘前市内に工房を構え、家具や木工品のデザインから制作を行う。 

津軽ラウンジのカウンター天板は「又幸 Matasachi」シリーズ 

(代表:姥澤匡柳、デザイン:蟻塚学氏、デザイン・制作:葛西康人氏に 

よるコラボレート家具)の天板を使用。 

【ONESTORY サイト内 Easy Living ページ】 

https://www.onestory-media.jp/post/?id=3252 

 

・テーブル・椅子 ＜RandBEAN＞ 

弘前市内に工房併設の店舗を構える。「若い世代でも生活の中に 

使える家具を」と国内外から買い付けたヴィンテージや新品の家具を 

販売するほか、手ごろな価格のオリジナル家具も製造。 

【ONESTORY サイト内 RandBEAN ページ】 

https://www.onestory-media.jp/post/?id=3564 

 

・ペンダント照明・スツール ＜ブナコ株式会社＞ 

BUNACO は、日本一の蓄積量を誇る青森県のブナの木を有効利用するために開発された。独自の

ユニークな製法で、ひとつひとつ丁寧に手作りされている木工品。照明、インテリア、スピーカーなど多様

なジャンルに展開。津軽ラウンジでは、外が見える窓側にりんご型のペンダント照明とスツールを設置し

ている。 

【ONESTORY サイト内 BUNACO ページ】 

https://www.onestory-media.jp/post/?id=2274 

キープレイス株式会社 姥澤匡柳氏 

有限会社木村木品製作所  

Easy Living 葛西康人氏 

RandBEAN 佐藤考充氏 



2．コンセプトショップ「BRICK A-FACTORY」について 

青森の地で今年 10 周年を迎えた「A-FACTORY」が、東北デスティネーションキャンペーンの開催

に合わせ、今回新たに２号店として「津軽の産物・地域文化を発信」するりんごのコンセプトショップ 

『BRICK A-FACTORY』を開業いたします。 

日本シードル発祥の地である「A-FACTORY 弘前吉野町工房」より、当社として初めて「蔵出し・

直送」する生シードルや地元弘前の人気洋菓子店「ボンジュール」の監修により、その場で焼き上げる

自家製アップルパイをはじめ、りんごを中心とした津軽選りすぐりの逸品を取り揃えました。店舗外観に

は、シードル発祥の地「弘前れんが倉庫美術館」をモチーフに「れんが」を使用し、駅から旅の気分を

盛り上げます。 

また、合わせて既存の駅売店（改札横待合室）につきましても、デイリーに立ち寄ることができる

『Petit Appli（プチアプリ）』としてリニューアルオープンいたします。 

 

【店舗概要・ロゴ】 

  ■開業日時：2021 年 4 月２日（金）13 時 30 分 ※開業セレモニー終了後に開店します 

  ■店 舗 名：BRICK A-FACTORY  

  ■営業時間：8 時 30 分～19 時 00 分 

  ■運営会社：株式会社 JR 東日本青森商業開発 

 

【主なメニュー・商品】 

（１）BRICK A-FACTORY 限定 蔵出し生シードル 1 杯 500 円（税込） 

   「A-FACTORY 弘前吉野町工房」から蔵出し・直送する生シードル。加熱処理を 

行わないため、生ならではのフレッシュで香り高い味わいをここだけでお楽しみいただけます。 

（２）自家製アップルパイとコーヒーセット 530 円（税込） 

   仕上げの香りづけに弘前吉野町シードルを使用し、風味を高めた自家製アップルパイです。 

 

 

 

 

 

 

 

【オープン記念キャンペーン】 

昨年、最高位を受賞した「AOMORI CIDRE 弘前吉野町２（ドライ）」を今回、復刻版として

再醸造。オープン記念として、今ここでしか飲めない生シードルとして期間限定価格でご提供します。 

 ※『AOMORI CIDRE 弘前吉野町２（ドライ）』は昨年の国内シードル品評会「第４回フジ・シードル・チャレンジ 

2020」にて最高賞「トロフィー賞＆ベスト・バリュー賞」と「金賞」を受賞したラベルです。ボトル品は完売済です。 

 （1）4/2～11 生シードル（各日 20 杯限定）お試し価格 400 円（税込）※無くなり次第終了 

 （2）4/2～11 アップルパイとコーヒーセット（各日 30 セット限定）お試し価格 400 円（税込） 

上記のほか、4/2～4 の３日間、弘前駅ビル「アプリーズ」でも、各ショップにてお得な特典、サービスを

ご用意して皆様のお越しをお待ちしております。  



３．開業セレモニーについて 

開業日である 2021年４月２日(金)に、JR弘前駅「津軽ラウンジ」と「BRICK A-FACTORY」

の開業セレモニーを行います。 

 

【開業セレモニー概要】  

   ■日  時：2021 年 4 月 2 日(金) 13:00~ 

   ■場  所：JR 弘前駅 東西自由通路 

■出席者予定者：弘前市長 

青森県企画政策部 交通政策推進監 

東日本旅客鉄道株式会社 執行役員秋田支社長 

株式会社 JR 東日本青森商業開発 代表取締役社長 

東日本旅客鉄道株式会社 弘前駅長 

   ■セレモニーの終了後より、「津軽ラウンジ」及び、「BRICK A-FACTORY」が開業となります。 

 

 

 

 

 


